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の
拠
点
と
な
る
茨
城
県
東

ク
は
高
ま

っ
て
い
く
。
「ル

被
爆
し
た
広
島

市
の
少

業
会
議
副
会
長
の
森

一
久

一焼
け
て
脅
と
な

っ
た
父
を
　
と
平
和
利
用
に

つ
い
て
勉

団
体

・
日
本
原
子
力
産
業

海
村

へ
の
視
察

に
同
行
も

ネ
サ
ン

ス
と
い
う
の
は
精

年
少
女
の
手
記
を
集
め
た　さ
ん
（８３
）は
、
戦
後
し
ば
　見
つけ
た
。
母
を
捜
し
て　強
会
を
重
ね
た
。
産
業
界
　会
議
の
中
心
ス
タ
ッフ
に　し
た
。　　　　　
　　　　
神
性
の
こ
と
で
し
ょう
。　
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ベ
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ト
セ
ラ
ー

「原
爆
の
　
ら
く
し
て
こ
の
本
を
手

に
　
市
内
を
さ
ま
よ
い
大
量
の

が
原
子
力
に
前
向
き
だ
と

な

っ
て
い
く
。
組
織
の
外
　
　
０４
年

、
同
会
議
の
副
会
　
原
子
力
と

い
う
と
ん
で
も

子
六
岩

波

書

店
、
１

９

５
　
す
る
。
そ
し
て
、
平
和
利

・放
射
線
を
浴
び
る
。
生
き
　
い
う
話
を
聞
き

つ
け
て
抗
　
で
批
判
す
る
よ
り
内
側
で
　
長
を
退
任
す
る
ま
で
の
半
　
な
い
科
学
技
術
に
向
き
合
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に
で
き
た
民
間
側

の
推
進
　
断
か
ら
だ

っ
た
。
原
子
力
　
っ
て
き
た
。
日
本
の
原
子

に
は
格
は
原
発
は
事
故
や
　
　
彬
〓
繁
喘

素
織
制
（
¨
　

端
漱
勧
衆
ｍ
則
暉
輸
ｍ
朧

４
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諄
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一
）

れ

て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
　
用
は
原
爆
の
子
と
の
約
束
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格
旧
格
持
ち
平
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利
用
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始
す
る
よ
う
国
際
ど
会
に
　
小
か
っ
明
気
お
↓
ル
″「
ン

ら
な
い
。
オ
バ

マ
米
大
統

　

長
崎
市
で
過
去
最
多

の
　
爆
国
と
し
て
、
日
本
は
核

予
定
だ
と
報
じ
た
。
イ
ベ
ン

っ
た
田
辺
俊
彦
君
は
こ
う

日
。
京
都
市
大
理
学
部
物

都議会臨時会

民
主
・自
民
対
立
で
流
会

け
で
は
意
味
が
な
い
」
と

難
色
を
示
し
、
都
議
会
会

議
規
則

に
基
づ
き
、
午
後

５
時
で
流
会
と
な

っ
た
。

記
者
会
見
で
大
沢
昇

都
議
会
民
主
党
幹
事
長
は

「都
議
会

の
空
転
に
責
任

を
感
じ
て
い
る
」
と
話
し
、

特
別
委
の
設
置
を
今
後
も
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党
の
対
立
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き
、　
一が
確
認
で
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範
囲
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顧
客
情
報
流
出

一
つ
た
く
別
の
シ
ス
テ
ム
の
　
設
置
す
る
意
向
を
表
明
。
　

し
て
事
前
協
議
の
時
間
切
　
ど
う

い
う
ふ
う
に
な
る
か

一

大
手
音
楽
　
芸
能
プ

ロ
　
た
め
流
出

の
可
能
性
は
な

自
民
は

「特
別
委
で
な
く
、　
れ
を
遅

ら
せ
る
こ
と
を
自
　
心
配
だ

」
と
話
し
た
。　
　
一

ダ
ク
シ

ョ
ン
、
ア
ミ

ュ
ー
　
い
」
と
し
て
い
る
。
　
　
　
一
常
任
委

員
会

で
の
審
議
か

民
に
打
診
し
た
が
、
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耕
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住
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、　
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通
信
販
売
サ
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ト
の
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一
ら
始
め
る
べ
き
だ
」
と
反

は

「時
間
を
運
ら
せ
る
だ
　
市
川
明
代
】

顧
客
情
報
流
出
問
題
で
、

同
社
の
畠
中
達
郎
社
長
は
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提

案
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を
岬
続
れ
な
餃
は
一
初
″

　

大
西
洋

（地
中
海
を
含

一
が
提
案

し
、
英
仏
独
、
オ

　

ク

ロ
マ
グ

ロ
は
乱
獲

に
　
ば
、
日
本
の
遠
洋
漁
船
が

一
一

と
も

に
、
個
人
情
報
の
管

む
）
ク

ロ
マ
タ

ロ
を
、
絶

ｊ
フ
ン
ダ
な
ど
欧
州
諸
国
が

よ
り
資
源
状
態
が
悪
化
し
　
大
西
洋
で
ク

ロ
マ
グ

ロ
を
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に
、
公
表
が
１０
日
と
遅
れ

国
際
取
引
を
全
面
的
に
禁

一
半
分
を
大
西
洋
産

に
頼

っ
　
し
て
取
引
を
原
則
禁
止
す

定
例
会
見
で

「地
域
漁
業

一

た
こ
と
に

つ
い
て

「正
確

止
す
る
動
き
が
浮
上
し
て

一
て
い
る
。
取
引
が
禁
止

さ
　
る
案
を
関
係
国
に
提
示
し

一管
理
機
関
で
管
理
す
べ
き

一

な
情
報
を
把
握
し

、
問
い
　
い
る
。
２
０
１
０
年
３
月

一
れ
れ
ば
、
品
薄
や
値
上
が

た
。
締
約
国
会
議
で
３
分
一
だ
」
と
述
べ
、
ワ
シ
ン
ト
ン

一

合
わ
せ

の
体
制
を
整

え
る

一
に
カ
タ
ー
ル
の
首
都
ド
ー

リ

な

ど

の

影

響

は

必

至

の
２
以
上
が
賛
成
す
れ
ば

条
約

に
よ
る
規
制
に
は
反

の
に
時
間
が
か
か

っ
た
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一
ハ
で
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か
れ
る
同
条
約
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。
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対
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

め
」
と
説
明
し
た
。
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国
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７
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会
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一
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で

イ
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を
握
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自
民
前
職

月
１２
日
の
都
議
選
の
２
週
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に
足
を
運
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ら
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同
行
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の
与
謝
野
馨
財
務
　
金
融

間
後
。
新
宿
区
内
の
ホ
テ
　
打
ち
出
し
た
経
済
政
策
を
　
田
氏
は
比
例
で
復
活
も
で

担
当
相

（７０
）
は
、
通
勤
客

ル
に
、
与
謝
野
氏
の
後
援

ア
ピ
ー
ル
す
る
が
、
出
席

一
き
な
か

っ
た
。

に
向
か
い
、
「お
は
よ
う
む
　
会
幹
部
２
０
０
人
以
上
が
　
者
に
よ
る
と

「表
情
は
硬
一
　

現
職
間
僚
と
し

て
負
け

ざ
い
ま
す
」
と
繰
り
返
し
、　
集
ま

っ
た
。
　
　

　
　

　
　

い
」
。
党

へ
の
逆
風
が
危
　
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
与

頭
を
下
げ
た
。
　

　

「街
頭

へ
た
く
さ
ん
出

機
感
を
強
く
し
て
い
る
。
　

謝
野
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新

新

新

新

新

一　
全
国
４７
の

る
」。後
援
会
組
織
を
固
め
　

都
議
選
の
千
代
田
区

氏
は
連
続
し
て
落
選
す
れ

年
連
続
で
シ
ン
グ

ル
ー
位
を

原
則
を
盛
り
込
む
よ
う
強
　
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
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書
い
た
。
ハ
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力
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理
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科
の
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策
は
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両
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を
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さ

領
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ラ
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１
３
４
都
市
（１８
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国
）
の

兵
器
の
な
い
世
界
に
向
け

卜
会
社
は
２０
日
か
ら
８
万
５

そ
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し
い
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瀬
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の
　
市
長
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し
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開
か
　
た
グ
ロ
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バ
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な
運
動
を
つ
つ
¨
敬
い
，
″
つい
薇
涜

を
計
画
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Ｕ
２
や
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ド
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び
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し
ま
う
。
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¨
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に
な
り
、
平
和
が
お
と
ず
　
く
の
小
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て
い
　
論
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く
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し
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´
　
　
　
′
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‐

¨
ピ
一
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眼
Ш
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戸
　

　

　

　

　

恩
師

へ
の
思
い
も
あ
る
。
　

に
。

「最
近
の
原
子
力
関

構
億
ど
宅
求
め
る

「
サ
ソ
　
　

　

　

　

【
阿
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弘
賢
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一
”
刻
外
朦
‐２
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れ
て
く
る
だ
ろ
う
Ｖ
　
　
　
た
父
が
帰
宅
。
母
と
３
人
、　
戦
後
は
何
か
に
突
き
動
か
　
　
　
０
ギ
簾
＾
■
コ
田
釉
剛
■
■
Ｆ

‐
隆
Ｐ
　
　
　
　
　
「日
本
人
の
心
が
原
爆
開

係
者
は
責
任
逃
れ
ば
か
リ
　
サ
キ
ア
ピ
ー
ル
」
を
採
択
　
　
―
―
―
―
―
―
―
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リ
コ
ン
は
１０
日
、
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